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観測される渦巻銀河のうち約半数は棒状構造(バー)と呼ばれる特徴的な構造を持つ。我々が暮ら
す太陽系が位置する天の川銀河もこの構造を持つとされる。銀河回転の中で、バーは剛体として
回転しており、その角速度をバーパターン速度(𝛺"#$)という。理論的な研究(Kormendy 2013; 
Sellwood 2014 等)によると、バーは時間(Gyr)とともに角運動量を失いながら大きくなるという説
がある。観測では時間を動かすことはできないため、バーがどのように進化するのかを観測的に
調べるには、𝛺"#$がバーの大きさや銀河を構成する要素(ダークマター、恒星、ガスなど)との間に、
どのような関係を持つのかを多くの銀河で調べることが必要となる。そのためには回転速度の情
報等が必要であるが、従来の回転速度の求め方は銀河の長軸上の速度だけから求められたもので
あり、多くの銀河で前提条件なしで回転速度や𝛺"#$を求められる方法は少ない。そのため、銀河面
全体の速度場を考慮した解析が可能な Kinemetry(Krajnovic et al. 2006)を使うことにした。 
銀河円盤が真円だとすると、観測者に対して傾斜していると楕円に見える。Kinemetry はまず、
銀河中心から距離𝑟離れた楕円リング上の領域で銀河の視線速度をフーリエ級数展開し、円運動成
分を最大にする楕円にフィッティングする(銀河の速度成分の中で円運動成分が最大なため)。距
離𝑟を変化させ複数の楕円リングで銀河面全体を覆うようにこのフィッティングを行ない、各楕円
リングごとに銀河の基本的な量(ポジションアングル、傾斜角)を求め、それらの値をデータ点の数
で重み付けした平均値で再度フィッティングすることで、銀河面全体の速度場を考慮した、距離𝑟ごとの円運動成分や動径方向の速度成分を表すフーリエ係数が求められる。 
この研究では、野辺山 45 m 電波望遠鏡を用いて、近傍渦巻銀河約 140 天体の全面を 115GHz の
一酸化炭素(CO)の輝線で、空間分解能 17”、速度分解能10	km	s/0で観測した COMING プロジェ
クトのデータから、銀河面全体で CO が検出された 14 天体を選び、その銀河の 12CO (𝐽 = 1 → 0)
分子ガス速度場から、銀河円盤における円運動や非円運動の速度成分などの基本的な運動パラメ
ータを、Kinemetry を使って求めた。結果として、バーを持つ銀河ではバー領域内において分子
ガスの動径方向の速度成分(~40 km	s/0)が確認できたが、バーを持たない銀河は動径方向の速度
成分がほとんどなく円運動成分が支配的であった。 
理論的な先行研究(Athanassoula 1992)に従い、得られた分子ガスの動径方向の速度成分が0	km	s/0になる半径を、バーと銀河円盤が同じ角速度で回転する共回転半径(CR)として、CR での
銀河円盤の角速度から𝛺"#$を求める方法を新たに開発した。この方法をバー銀河 7 天体で試した
ところ、CR とバーの半径の比は 0.8-1.6 となった。この結果は Athanassoula 1992 の値(1.0-1.4)
と良く一致し、個々のバー銀河における𝛺"#$の値も、別の方法で求められた観測的な先行研究
(Hirota et al. 2009 等)の値と良く一致した。また、今回求めた𝛺"#$とバーの半径、𝛺"#$とバー領
域内に含まれる銀河の質量(ダークマター、恒星、ガスなどを全て含んだ質量)、𝛺"#$と銀河に含ま
れる恒星の全質量との間に、それぞれ負の相関関係が見られた。 
